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視
点
・
論
点
⑤

原
子
力
空
母
の
横
須
賀
入
港
（
九
月
二
五
日
前
後
か
）
を
許
す
な
！	

木
元
茂
夫

　

原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
日
本
時
間
八
月
二
二
日
の
未
明
、
ア
メ
リ

カ
西
海
岸
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
基
地
を
出
港
し
た
。
ネ
イ
ビ
ー
ニ
ュ
ー
ス
は
「
空
母
Ｇ
Ｗ

は
約
五
五
〇
〇
名
の
水
兵
と
と
も
に
、
合
衆
国
の
唯
一
の
恒
久
的
な
前
進
配
備
の
空
母

と
し
て
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
と
交
替
す
る
た
め
に
、
日
本
の
横
須
賀
へ
の
旅
を
は
じ
め

た
」
と
報
じ
た
。

　

米
海
軍
は
Ｇ
Ｗ
が
五
月
二
二
日
に
南
米
沖
で
起
こ
し
た
船
内
火
災
に
つ
い
て
、
二
ケ

月
以
上
も
た
っ
て
か
ら
、
原
因
は
「
禁
煙
区
域
で
の
喫
煙
」
と
発
表
し
た
。「
可
燃
性

の
液
体
や
隣
の
区
画
に
規
則
に
反
し
て
蓄
え
ら
れ
て
い
た
可
燃
性
物
質
に
引
火
し
た
」、

「
と
り
わ
け
九
〇
ガ
ロ
ン
（
約
三
二
四
リ
ッ
ト
ル
）
あ
ま
り
の
冷
凍
機
オ
イ
ル
が
火
勢

を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
説
明
す
る
。
し
か
し
、
揮
発
性
の
低
い
冷
凍
機
オ
イ

ル
が
船
内
八
〇
区
画
に
も
燃
え
広
が
ら
せ
た
原
因
だ
と
は
到
底
思
え
な
い
。
ア
メ
リ
カ

海
軍
は
ま
だ
真
相
を
隠
し
て
い
る
、
と
考
え
る
ほ
う
が
自
然
だ
ろ
う
。

　

米
海
軍
は
、
艦
長
、
副
艦
長
を
解
任
し
、
火
災
に
つ
い
て
は
ケ
リ
が
付
い
た
こ
と
に

し
た
か
っ
た
よ
う
だ
。
七
月
三
一
日
に
横
須
賀
市
を
訪
れ
た
外
務
省
北
米
課
長
の
西
宮

伸
一
は
、
米
政
府
の
意
を
体
し
て
、「
米
海
軍
は
、
艦
長
と
副
艦
長
を
同
時
に
解
任
す

る
と
い
う
大
変
厳
し
い
処
分
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
国
民
及
び
横
須
賀
市
民
に
対

し
て
、
規
律
の
一
層
の
強
化
、
再
発
防
止
の
徹
底
に
つ
い
て
米
側
の
決
意
を
示
す
も
の

で
も
あ
る
と
受
け
止
め
て
い
る
」
と
説
明
を
し
た
。
し
か
し
、
事
態
は
そ
れ
ほ
ど
甘
く

な
か
っ
た
。

　

八
月
一
九
日
に
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
軍
港
を
訪
れ
た
ギ
ャ
リ
ー
・
ラ
フ
ヘ
ッ
ド
海
軍
作
戦

部
長
は
、「
い
ま
、
君
達
は
ま
さ
に
合
衆
国
海
軍
の
大
使
で
あ
り
、
合
衆
国
の
大
使
で

あ
る
」
と
乗
組
員
を
激
励
し
た
が
、
こ
の
日
、
Ｇ
Ｗ
の
乗
組
員
で
あ
る
二
人
の
二
等
兵

曹
が
殺
人
容
疑
で
地
元
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
九
日
発
の

共
同
電
と
し
て
「
神
奈
川
新
聞
」
が
報
道
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
八
月
一
六
日
、
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
市
内
の
飲
食
店
で
別
の
二
人
組
み
の
客
と
口
論
に
な
り
、
二
等
兵
曹
の
一

人
が
発
砲
、
相
手
を
死
亡
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
艦
長
と
副
艦
長
を
解
任
し
て

か
ら
、
わ
ず
か
二
週
間
あ
ま
り
で
起
き
た
事
件
で
あ
る
。

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
イ
ラ
ク
で
長
引
く
戦
争
は
、
空
母
の
乗
組
員
の
ス
ト
レ
ス
を
拡

大
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
原
子
力
空
母
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
か
ら
原
子
炉
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
、
艦
載
機
の
燃
料
と
爆
弾
・
ミ
サ
イ
ル
の
増

量
の
た
め
に
使
わ
れ
た
。
原
子
力
空
母
は
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の
二
・
六
倍
、
九
〇
〇
〇
ト

ン
の
航
空
機
燃
料
を
搭
載
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
兵
士
は
三
段
ベ
ッ
ド
の
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。自
衛
隊
だ
っ
て
最
近
の
艦
船
は
二
段
ベ
ッ
ド
だ
と
い
う
の
に
で
あ
る
。

閉
鎖
空
間
の
中
で
の
長
期
勤
務
は
そ
れ
自
体
が
耐
え
難
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

こ
う
し
た
問
題
が
表
面
に
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
の
は
長
期
に
わ
た
る
戦
争
が
な
く
、
空

母
の
運
用
に
も
余
裕
が
あ
っ
た
ら
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
米
海
軍
の
不
祥
事
、
原
子
力
潜
水
艦
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
が
約
二

年
間
放
射
性
物
質
を
漏
ら
し
続
け
て
い
た
問
題
で
あ
る
。
沖
縄
県
う
る
ま
市
は
八
月

一
八
日
「
今
回
の
寄
港
に
よ
り
復
帰
後
三
〇
五
回
、
今
年
に
な
っ
て
二
七
回
の
寄
港
と

な
っ
て
お
り
、
最
多
の
寄
港
と
な
っ
た
昨
年
の
二
四
回
を
上
回
り
、
寄
港
頻
度
が
突
出

し
て
増
え
て
い
る
状
況
は
異
常
な
状
態
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
し
、
一
、
ホ
ワ
イ

ト
ビ
ー
チ
へ
米
原
子
力
軍
艦
を
寄
港
さ
せ
な
い
こ
と
。
二
、
米
国
原
子
力
潜
水
艦
の
寄

港
に
つ
い
て
は
明
確
な
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。
三
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改

定
を
行
な
う
こ
と
、
と
す
る
抗
議
決
議
を
採
択
し
た
。
佐
世
保
市
も
二
一
日
、「
本
市

議
会
と
し
て
も
、
原
子
力
艦
船
の
安
全
性
、
監
視
体
制
、
防
災
体
制
の
確
立
が
な
さ
れ

な
い
ま
ま
の
原
子
力
艦
船
の
入
港
を
安
易
に
認
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
意

見
書
を
採
択
し
た
。
横
須
賀
市
だ
け
が
、
市
民
安
全
課
の
職
員
が
「
漏
れ
て
い
な
い
可

能
性
も
あ
る
」
な
ど
と
市
民
に
説
明
し
て
、
怒
り
を
買
っ
て
い
る
。
市
民
の
側
に
立
っ

て
、
は
っ
き
り
国
と
米
軍
に
意
思
表
示
を
し
な
け
れ
ば
市
民
の
安
全
は
守
れ
な
い
。
原

子
力
空
母
の
配
備
が
迫
る
中
、
そ
の
声
を
広
げ
て
行
き
た
い
。

（
き
も
と
・
し
げ
お
／
派
兵
チ
ェ
ッ
ク
編
集
委
員
会
）




